
７
月
７
日
。
こ
の
日
、
岩
橋
山
麓
の
高
台
か
ら
大
和

三
山
を
見
渡
す
「
棚
機
神
社
」
で
、「
七
夕
祭
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
５
世
紀
頃
、
こ
の
辺
り
に
は
大
陸
か
ら

渡
っ
て
来
た
人
々
に
よ
り
、
当
時
最
新
の
織
り
機
「
棚

機
」
と
共
に
、
絹
な
ど
の
高
級
織
物
を
織
る
技
術
、
ま

た
、
技
術
の
向
上
を
願
う
儀
式
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
境
内
に
は
地
元
で
「
タ
ナ
バ
タ
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
さ
な
祠
と
、
彦
星
と
織
姫
に

見
立
て
ら
れ
た
2
本
の
杉
が
立
ち
、
棚
機
神
社
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
夕
の
日
に
は
、
市
内
の
児
童
や
幼
稚
園
児
、
地
元

の
人
々
が
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
笹
に
つ
る
し
て
奉

納
。
色
と
り
ど
り
の
笹
が
境

内
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。　

　

神
事
は
16
時
か
ら
。
神
社

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
暑
い
時
期
な
の
で
熱
中

症
対
策
を
。
帰
り
に
は
、
道

の
駅
で
名
物
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
か
き
氷
を
味
わ
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
奈
良
盆
地
の
西
、
葛
城
市
。
西
を
望

め
ば
、
二
上
山
の
緑
濃
い
美
し
い
山
容

が
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
山
麓
で
育
っ
た

僧
源
信
は
、
二
上
山
に
沈
む
神
々
し
い

ま
で
の
夕
陽
を
眺
め
、
山
の
向
こ
う
に

西
方
極
楽
浄
土
が
あ
る
と
説
い
た
。

　
　
　
　    

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
伝
説
の
中
将
姫
は
、
奈
良
時
代
、
右

大
臣
藤
原
豊
成
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た

が
、
実
母
と
死
別
。
豊
成
の
新
し
い
妻

は
姫
の
美
貌
と
才
能
を
憎
み
、
家
臣
に

姫
の
殺
害
を
命
じ
た
。

　
だ
が
、
家
臣
は
姫
を
日ひ

張ば
り

山や
ま

の
青せ

い

蓮れ
ん

寺じ

に
隠
す
。
や
が
て
父
の
豊
成
が

見
つ
け
、
奈
良
の
都
に
連
れ
戻
す
が
、

姫
は
當た
い

麻ま

寺で
ら

で
出
家
。
蓮は

す
い
と糸

で
一
夜

に
し
て
「
當
麻
曼ま
ん

荼だ

ら羅
」
を
織
っ
た
と

さ
れ
る
お
話
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た

姫
は
、
宝
亀
六
（
七
七
五
）
年
、
二
九

歳
と
い
う
若
さ
で
、
極
楽
の
阿
弥
陀

如
来
や
菩
薩
た
ち
に
迎
え
ら
れ
極
楽

往お
う

生じ
ょ
う

を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。

　
今
、
當
麻
寺
は
、
広
大
な
寺
域
に
本
堂
、

金
堂
、
講
堂
、
東
西
の
三
重
塔
な
ど
が
緑

豊
か
な
樹
々
の
中
に
甍い
ら
かを
並
べ
て
い
る
。

　
　
　
　    

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
さ
て
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
、
松

尾
芭
蕉
は
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
に

出
た
。
四
一
歳
、
わ
が
身
の
行
き
倒
れ
、

野
ざ
ら
し
も
覚
悟
の
上
、
俳
句
の
新
し

い
境
地
を
模
索
す
る
厳
し
い
旅
で
も

あ
っ
た
。

　
江
戸
の
草
庵
か
ら
伊
勢
、
伊
賀
、
大

和
、
近
江
な
ど
を
め
ぐ
る
旅
の
途
次
、

芭
蕉
は
當
麻
寺
に
詣
で
た
。
境
内
に

聳そ
び

え
る
松
の
大
木
。
そ
れ
が
中
将

姫
お
手
植
え
と
伝
わ
る
松
。
芭
蕉
は

「
松
は
千
年
は
た
つ
と
思
わ
れ
、
牛
も

隠
せ
る
大
き
さ
」
と
記
す
。

　　
僧
朝
顔
　
幾い
く
し
に死

か
へ
る
　
法の

り

の
松

　
寺
の
僧
も
、
朝
顔
も
、
幾
た
び
も
枯
れ

て
は
生
ま
れ
変
わ
る
。
な
の
に
、
こ
の
松

は
、
仏
の
加
護
の
お
陰
で
枯
れ
る
こ
と

な
く
、
切
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
大
き
く

な
っ
た
。
あ
あ
、
尊
い
こ
と
だ
、
と
。

　
　
　
　    

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
さ
て
、
芭
蕉
を
感
動
さ
せ
た
松
も
そ

の
後
、
枯
れ
た
。
今
は
大
き
な
切
り
株

だ
け
が
、
屋
根
瓦
も
立
派
な
覆お
お
い

屋や

で
保

護
さ
れ
て
い
る
。

　
芭
蕉
の
「
僧
朝
顔
　
幾
死
か
へ
る
　

法
の
松
」
の
句
碑
は
塔た
っ
ち
ゅ
う頭
、
中
之
坊
の

境
内
に
あ
り
、
中
将
姫
と
芭
蕉
の
昔
を

今
に
伝
え
て
い
る
。

棚た
な
ば
た機

神
社
の
「
七
夕
祭
り
」

第91話

中将姫と松尾芭蕉
文・山崎しげ子

物
語
の
場
所
、
葛
城
市
を
訪
れ
よ
う

當麻寺（葛城市當麻1263）
 �近鉄当麻寺駅下車 西へ約1km

棚機神社（葛城市太田小字七夕）
 �葛城市コミュニティバス道の駅かつ
らぎ下車 北西へ約1km

問  葛城市商工観光プロモーション課
☎ 0745-44-5111 短冊が境内を彩る七夕祭り

南阪奈
道路

當麻寺

棚織神社

当麻寺当麻寺

磐城磐城

葛城IC葛城IC

しあわせの森公園しあわせの森公園
道の駅かつらぎ道の駅かつらぎ
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